
群馬工業高等専門学校　2012 年度シラバス　8001320104KK/20130330

( 科目コード：8001320104KK)

【改訂】第 1 版（2012-07-24）
【科目】[ インターンシップ ]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】通年・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・4 年次
【担当教員】

青木 利澄
碓氷 久
鈴木 靖
重松 洋一
谷中 勝
大豆生田 利章
友坂 秀之
谷村 嘉恵

【授業目標・教育方針】
企業、大学等が提供する学外体験学習に自発的に参加し、実社会・現実世界への関わりを通じて、就労の意義、その
道の専門家となることの大切さを掴み取るとともに、社会的規範・常識の修得・涵養を得ることを通じ、今後の学業
取組みに反映する。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。群馬県内外の企業、官庁、大学、研究所等を実習先とする。実施期間は夏
季休業中を基本とする。実習先担当者の指導を受けながら、実習先が定める一定期間（概ね 1 週間）において就業を
体験する。就業中は作業日誌に実施内容等を記入し、指導者の確認（サイン）を受領する。実習終了後、所定様式の
インターンシップ報告書を作成し、作業日誌とともに提出する。なお平成 23 年度から実施する海外英語研修は、４年
生参加者の当該英語研修参加をもって、本インターンシップ受講とみなす。その場合の作業日誌、指導者の確認等は、
現地カリキュラム履修方法に従い、相当の記録に代えるものとする。

【教科書・教材・参考書 等】
実習先担当者の指示による。

【成績評価方法】
［前期］インターンシップ実施期間は夏季休業中となり、前期成績認定会議後に成績が出揃うので、成績評価は後期に
て行う。
［後期］レポート：100%，その他：実習先から終了後送付される実施証明書記載の評価、作業日誌、インターンシッ
プ報告書を総合し、成績評価する。評価対象物の規準とする重みは以下のとおりである。実施証明書 50％、作業日誌
20％、インターンシップ報告書 30％

【本校の学習・教育目標】
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【授業計画】（授業名：[ インターンシップ ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 実習先が指定するテーマ 実習先が提供するテーマに関し、実習先の指導のも
と、就業体験を行う。

インターンシップ作業
日誌、インターンシッ
プ報告書
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